
通知文宛名右側などに記載の【対象災害】を確認して記入
※対象災害ごとに計画を２つ以上に分けて作成してもかまいません

計画を作成した
日付を記入

施設の名称、所在地、管理権限者氏名、
担当者氏名、担当者連絡先を記入

ハザードマップで浸水深を、
浸水想定区域図で浸水継続時
間を確認して記入

Tips:２つ以上の災害（荒川洪
水＋高潮など）を想定した計画
を１つにまとめる場合は、より
浸水深の深い方・浸水継続時間
の長い方を想定してください

施設の階数を記入

利用者、職員の人数を記入
職員以外の協力者の有無に〇
必要に応じて夜間の体制を記入

臨時休業を判断する基準、時刻、保護者
等・職員への連絡時刻、連絡手段を記入

Tips:職員の一番早い出勤時間や、利用者の一番
早い通所時間などから逆算して定めてみましょう

Tips:利用者緊急連絡先一覧表や職員緊急連絡網を作成または既存の
ものを活用し、避難確保計画と一緒に保存しておきましょう（提出
する必要はありません）

避難場所
はなるべく
複数定める
不要なもの
は削除

Tips:停電・
断水時も施
設内での避
難生活は可
能ですか？

Tips:区からの情報
受信手段を失った
場合など、万が一
に備えて参考の判
断基準も設定しま
しょう
体制２から３まで
の間に避難が完了
するよう情報収集
伝達要員は避難誘
導要員に移行の判
断基準となる気象
情報を共有しま
しょう

Tips:利用者一人の避難にスタッフ
が何人必要ですか？

Tips:避難要員の不足や災害に
より対応職員が出勤できない事
態に備え、周辺に在住在勤の方
などから災害時に応援を要請で
きる協力者を探してみましょう

体制移行
のための情
報伝達手段
を記入
保護者等へ
の連絡時の
文言をあら
かじめ定め
ておく
※必要に応
じて修正

Tips:ハザードマップ左下【浸
水深の色の目安】を見て災害の
イメージを関係者で共有してみ
ましょう

１から１６までの空欄をTipsなどを
参考にして記入していきましょう！

自施設の対象災
害と無関係な項目
を削除
（例）
対象災害が荒川洪
水のみの施設
→■､②を削除
対象災害が神田川
洪水のみの施設
→■､①を削除
対象災害が高潮の
みの施設
→●､①､②を削除
対象災害が荒川洪
水と神田川洪水の
施設
→■を削除
対象災害が荒川洪
水と高潮の施設
→②を削除
対象災害が神田川
洪水と高潮の施設
→①を削除

情報伝達要員と避難誘導要員
の班長と各人数を記入

Tips:【安全・安心メール登録
要領】に従い、必ず情報の配信
を受けてください
安全・安心メールで受信する情
報が対象災害に応じた適切なも
のになっているか、登録画面で
確認してみましょう
便利なWebサイトをお気に入り
に登録しておきましょう

情報伝達要員が情報を収集す
る手段を情報ごとに記入
電池切れ、電波不良、停電等に
備えて、なるべく複数の手段で
情報を受信する
収集方法のうち、施設で準備で
きないものは削除

自施設から避難先までの経路
を対象災害ごとに記入
ハザードマップと重ね合わせて
浸水する可能性が高い箇所や危
険個所を避け、災害による通行
止めの可能性も踏まえて経路は
できるだけ複数設定する
施設内での移動、往復の時間を
踏まえて避難先への移動時間と
移動手段を記入

Tips:経路図を施設内の全職員
が見られる場所に掲示してみま
しょう
避難に要する時間を想定する際
に、渋滞、悪天候、停電の影響
なども考えてみましょう
移動手段を設定する際に、浸水
により施設の車両が使用できな
くなった場合なども想定してみ
ましょう

浸水防止、情報伝達収集、避
難誘導、避難生活に使用する備
蓄品・資機材などを記入
不要なものは削除

Tips:備蓄品は１人当たり１日
の消費量×利用者・職員の人数
×浸水継続時間を目安に備えて
みましょう
利用者の直接の担当者に話を聞
いて、利用者の特性に応じた持
ち出し品を確認しましょう
避難誘導要員は、避難誘導を開
始する前にこの表をチェックリ
ストとして活用し、避難先への
持ち出し品を整理しましょう

防災教育、訓練、計画見直し、
備蓄品・資機材の点検について
年間計画を記入する
梅雨などの出水期前(６月まで)
に計画・実施する

Tips:避難確保計画を職員全員に共有しましょう
体制移行の判断基準となる気象情報等の意味を研修で学びましょう
訓練ではできるだけ利用者にも参加してもらい、実際に想定する手段で
避難先までの避難が可能か確かめてください
災害時に予定していた職員が参集できなかった場合を想定し、別の役割
もこなせるよう訓練してみましょう

災害時の救助要請、避難の応援要
請等を想定して、外部機関の緊急連
絡先を記入

Tips:最新の連絡先に
なっているか定期的に
確認しておきましょう

大規模な施設は自衛水防組織の設置も検討しましょう！

※この地図は作成例です


